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BPMツールの発展経緯   

従来，BPMツールについては企業や組織単位でビ  

ジネスプロセスの異質性や特殊性を考慮してそれぞれ  

独自に開発され，用いられてきた．しかしながらシス  

テム開発に要する人的資源，コスト，期間などの理由  

から自前のシステム開発に対する見直し・再検討がな  

され，日本でも近年BPR用のパッケージに関心が寄  

せられるようになり，現在では数多くのBPMツール  

が流通している．   

BPMツールの開発・販売の経緯は多岐にわたる．  

元来，社内の情報システム部門向けに内部開発され利  

用されていたものが汎用化され外販されたもの，海外  

で開発されたものを日本向けに日本語化したり機能拡  

張して販売されているもの，さらには最初から商用ソ  

フトとして独自に開発されたものがある．このような  

開発と販売の違いにより，BPMツールが対象として  

いる業務プロセスやその利用目的，機能，価格などは  

多種多様である．  

1980年代から米国企業においてワークフロー・ツ  

ールという名称で数多くのBPMツールが使用されて  

きたが，ホワイトカラーの生産性向上のためのツール  

として重要な役割を担うようになったのはつい最近の  

ことである．その後1990年代に入り，文書管理やプ  

ロジェクト管理において重要な機能とみなされるよう  

になり，1990年代半ばのBPR概念の出現により  

BPRの手段および情報システム設計・分析の中核ツ  

ールとしてさらなる発展を遂げた．今日，ERP  

（Enterprise Resource Planning：統合基幹業務アプ  

リケーション）ベンダーのSAP社ではASAP（Ac－  

celeratedSAP）のR／3BusinessEngineerとして，  

またBaaN社ではDEM（DynamicEnterpriseModL  

eling）のEnterprise Modelerとして，BPMツール  

を組み込んだシステムを提供している．主要な各  

ERPパッケー ジにはBPM機能が内蔵されているが，  

それを含めると調査対象が広範囲に及ぶため，ERP  

パッケージについては別の機会に譲る．  
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1． はじめに  

21世紀を目前に控え，これまで企業経営において  

常識と考えられていた様々な原理，原則，枠組み，制  

度が崩れ，あらゆるものが次世代への脱皮を求められ  

ている．このような経営環境の大変化や情報技術の急  

速な進展は企業の業務プロセスの在り方にも大きな影  

響を及ぼし，経営の最重要課題として，その見直しが  

迫られている．すなわち，ビジネスプロセス全体を抜  

本的に見直し（BusinessProcessReengineering，以  

下BPRと記す），組織横断的に効率化を図ること  

（全体最適）が必要不可欠となっている．   

現在の厳しい企業環境下で必要とされているのは抜  

本的，根本的変化である．BPRの考え方である業務  

を一連の流れであるプロセスに注目し，現状にとらわ  

れない理想的なビジネスプロセスを構築することが求  

められている．そのBPRを円滑かつ効率的に進める  

ために使用されるビジネスプロセス・モデリング  

（BusinessProcessModeling，以下BPMと記す）ツ  

ールが重要な役割を果たす．   

本稿では現在国内外で流通している主要なBPMツ  

ールに関するカタログ情報とWeb情報を通して，  

BPMツールの現状を明らかにし，それらの分類を試  

みる．  

2．BPMツールの概要  

BPMツール   

BPMツールとはBPRを実行するための支援ソフ  

トウェアのことで，具体的には各種のモデリング技法  

やシミュレーションなどの手法を用いて，組織や業務  

プロセスの分析，設計，管理，運用を支援するソフト  

ウェアを指す．  
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表1BPM関連Webサイト  

（b洗p：／／www．brimt．com侶PR．肋m）   BP現に関する様々な情報が豊富に得られる。   

爵PRO皿且i皿eIJeaど皿i喝Cemぬy   米国P丑・0鮎曳社が提供しているBP況のホームページ。   

他恍p：／／www．pyosci．com／）   BPRに関する文献情報、オンライン⑬チュートリアル、   
イエローページなどがある。   

BⅦSinessPyocessRee血glmeerlngAdvisoyy  トロント大学の BⅦSimess PyocessReen由neerimg   
GyoⅦp   Å洩visのどy（】貯0Ⅶpが提供するBPRツールのホしムペ   
（駄七唖：〟www。ie。Ⅷ七OrOntO．Ca／EIL旭01触t．  

払tm且）  

BusinessP甘OCeSSeSResouyceCentye   英国Ⅵ泡ywick大学が提供するBPRに関するホ」ムペ   
払恥：／／b脚C．WayWic虹弧岨眺ndex．払由ni）   ヽヾ ー■て／／。   

0ÅSわC31   米国国防省の0Ⅰ））が公開しているBPRに関する包括   

（輌＝掬ww瓜0舶il／）   的なホームペ、－仙人ー｝ジ。文献情報、ツール情報、ガイドブ  

ックなどがある。   

Reem由meeyimg鮎soⅧガCe（克nter   Coeq徽ⅦMan恥cbnolo如esJnc．が提供する BPRのホ   

払枕p：／／www．廿eengimeerimg．com／）  ームページ。BP現に関する文献リスト、サイ トリン  

ク鵬リストなどがある。   

Ⅵわで盤弧ow個野鼠 Vem（加げS   WÅRIAが提供するワレクフロー、BPRツールに関す   
払枕p：／／www．Ⅵ咽でまa．com癌w4w氏7en．hもmi）  

ヨ  

』   
をリストアップしているロ  ＝』  

馴珊侶隕画ル張関する公開情報   

BPRツールに関する調査報告として1997年8月に  

公表され，最も広く認知されているGartmer Group  

によるBPRツールゆベンダーの調査がある（URI∴  

http：／／www．gartner．com／webletter／idsscheer／  

deねult血m且）。そこではビジョンの完全性と達成能  

力からベンダーの位置づけを行っている㊥ これは  

BPRツール⑬ベンダー自体の市場調査を目的とした  

ものであり，BPRツールそのものを評価対象とはし  

ていない。   

現在9 欧米では多くの研究機関や民間会社がBPM  

ツールに関する有益な情報をインターネット上のホー  

ムページで公開している℡ 表1にBPMツールに関す  

る情報を提供している主なWeわサイトを示す。  

－  ゝ－、‥  ・●一．・三－＝予．：ミ．ざ・一  

国産のBPMツールもいくつか開発されているが，  

多くは欧米で開発されたものである。国産のBPMツ  

ールとしては，Ⅹupper（ケン◎システム開発棟式全  

社，URLJ：http：／／www．kensystem．co．jp），KAI－  

S王まA Ⅳ紅odeler pro（NECソフトウェア9 URL：  

http：／／www。neCSOft。CO．jp／）やMind－‡N‡T‡MATE  

（住商情報システム株式会社，URL：http：／／www．  

scs－CO。jp）などがある。   

BPMツール先進国の米国では多種多様なアプリケ  

耶鳩（12）  

ーションが開発され，広く使用されている。本調査で  

は現在9116種のBPMツールを確認している。これ  

らを表2に示すか これら多くのBPMツールはビジネ  

スプロセス飽マッピング機能を具備しているほか，  

ABC（ActivityBasedCosting）やシミュレーション  

機能を追加しているツールも多数存在する。なお，  

1990年初期に提唱されたBPRの推進とITの活用に  

伴ってERPが提唱され，SAPR／3に代表される各種  

のERPバッケ匝ジが開発された。現在，表2に示し  

たBPMツールの中にはERPパッケージとの連携や  

統合が可能なものもある。   

BPMツールに関する詳細な実態調査は特に国内で  

はあまり行われておらず，公開情報や紹介もごくわず  

かである。また，BPMツールの導入を検討している  

ユーザーが情報不足のためにツールの評価や選定にあ  

たって困難な状況に置かれているという現実問題もあ  

る。このような現状認識に基づいて，BPMツールに  

関する情報不足とデータベース未整備の現状を解消す  

るために9 陸】外で開発された主要なBPMツールの情  

報収集を行い，以下ではそれらの分類を試みる。   

、′ ・一－∴・∫∴・・：．丁・…∴監  

現在販売されているBPMツールを調査する際，ツ  

｝ルの基本機能（使用日的や用途の違い）や主要な特  

徴を二事前に検討し9 これに基づいて既存ソフトウェア  
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表2 BPMツールー覧  

・ActionWorksMe反0（ActionTechnologies，Inc．）  
■ActionWorks Prooess Builder（ActionTeclm01喝ies，Inc．）  
・AIOwin（Ⅰ（BSI）  

・allCIEAR（SPSSInc．）  
・Arena－BUSINEES（SystemsMbdelmgCorporation）  
・ARISTooIset（IDSSch能r，IIIC，）  
・BONAPAⅣr（prouhisGmbH）  
・BPMAT（IBM（ム叩Oration）  
・BP一房n（PIATINUMTedlmlo訂，hc．）  
・BridgePdnt（Pr房ectTeclm0logy，hc．）  
・BusinessModelingWorkbench（IDEFine，Ijtd，）  
・BWiseBuilder（BWiBe，Inc．）  
・CASEwiseERPMbdeler（CASEwise）  
rCindere11aSDL（Cindere11aI侶）  
・COI－BusinessFlow（COIGmbH）  
・COOL：Biz（StearingSo氏ware，Inc．）  
・COOL：Gen（StearingSo托ware，Inc，）  
・COOL：Jbx（StearingSo氏ware，Inc，）  
・COOL：Plex（StearingSoftware，Inc．）  
・COREENrERPRISE（VitechCorporation）  
・COSAFlowMDdeller（COSASolut，ions）  
・Data－INITIMATE（SumishoComputerSystemsCo叩Oration）  
・DataModeler（IconixSb氏wareEngin舵ring，Inc，）  
・恥IlaMetrics（Neptune革ystems）  
・ElixirCASE（ElixirTeclm0logyPteLtd．）  
qERwin（PI」ATINUMTeclm0logy，Inc．）  
■Extend＋BPR（lmagineThat！，hc．）  
4FastTaBk（I00nixSo銑wareEngineering，ⅠⅣ．）  
－FirstSTEPDesginer（INTERFACINGTECHNOLOGIES）  
・FloWare（PlexusDivisionofBanTec）  

－FlowCharter（Microgra良，Inc．）  
・Fr能Flow（IconixSo氏wareEngineering，lmc．）  
rFYIFI」OWORKS（Identitech，Inc．）  
・GDPro（AdvancedSoftwweTeclmologiesInc．）  
・GRADEModeler（GRAD瓦Ⅰ元velopmentGmup）  
・Ⅰ－00A（Ⅰらn工肥dyC紺1冶r）  

・iGrak（Microgra良，Inc）  
rINCOME（PROMATISGmbH）  
・ithink（ILghPe血manceSystems，lmc．）  
・Javision（0切ectlmsight，k，）  
dKAlSHAModelerPro（NECSoftware，Ltd，）  
・Key丘1e（‰y丘1eCoq）Oration）  

■Ⅹeyflow（鮎ynleCoqx）ration）  

dLinkWorks（COMPAQ）  
・LiveCompassた・rR／3（htelli（hq），Inc．）  
・Livelink（（ヰenText〔brpcmt，ion）  
・丑．iveModel（INrELLICORP）  
－MacA＆D（Ex由良）氏ware）  

・MacFlow（Mainstay）  

・Ma由cmawUML（NoMa由c，Inc，）  
LMetaEdit＋（MetaCaseConsulting）  
LMETOR（Large鎚aleDistributedlmformation弓ystemsLab）  
・MicroSaint（MicroAndysisandDesign，Inc．）  
－Mind一INⅣIMATE（SumishoComputerSystemsCcrporation）  
・OtTiecteeringnJMLModeler（SoftTbamSollltions）  
・OtjectMaker（MarkV）  
・0句ectModeler（IconixSoftwareEngineering，Inc，）  
poCTAVe（Tq）－ixLtd．）  

・OCTOFlow（IntraWareAG）  
・OPENIMAGE（SNS／Assure〔b叩αation）  
・Oros（ABCTbclmologiesLtd）  
・PanagOnVisualWorkFlo（FileNIi：TCorporation）  
－PFIl（lmtegratedQ11ality恥namics，Inc．）  
・PI止TImPara血伊nnⅦ（PI．ATINUⅣ‖脂cllmbgy，Inc．）  
・PI．ATINUMProce眉SContin11umSuite（PIJATINU加「Ⅳdlmlog机Inc）  
・PnMCE（IntecsSistemiS．p，A，）  
∫PowerDesi騨蛤r（＄ybase，Incr）  
・Powersim（PowersiznCoq）Oration）  
・ProoessA＆D（MEGAInternational）  
・Proee眉眉Mbdel（ProαSSModel，Inc．）  
・ProoesswiseWbrkBench（Tea血WAREGroupqy）  
・PrdMbdel（PROMODELCbrporat．ion）  
－PROPIJAN（SclmhComplexityM皿agement，Inc．）  
・PROSIM／PRO（ユAP（KBSI）  
，PrdVisionWorkbench－EnterprisePro（ProformaCorporation）  
・QPRPro∝SSG山de（QPRLtd）  
・Rati（malRose（RatiQnalSo氏ware（九rporation）  
】鮎al－timeStudioModeler（ARTiSANSo氏wareTooIs，lmc．）  
qReThink（GensymCorporation）  
・RFFlow（RFFElecbrol止cs）  

・Rhapsody（Ⅰ－h由ⅩInc．）  
・蝕itorProce偏屈V3（ScitorCorpration）  
・SES下鴨rkbench（ScientificandEngineering良）ftware，Inc，）  
・餓1apeShifbr（AD，E準r晦k．）  
・SIINERRU沖BPM（SⅡ〃ERRUNTeclmologiesLtd．）  
，SIMUIJ8（ⅥsualTYlinkingI血mationalLtd）  
・SMARTER（KBSI）  
LSo氏Modeler（SofteraIJtd．）  
・良）1vingRight（Fleet＆Partners，Inc，）  
■Sta伽are20CK）（Sta伽areLtd．）  
・StatemateMAGNUM（I－IJOgix，Inc，）  
・StP／IM（Ao山Ⅹ）  

・StP／SE（Ao山Ⅹ）  

・StP／UML（Annix）  

・SystemArtitectmOOl（POPKINSOFTWARE）  
叩野lorⅡ（F＆HS血山ations）  

・TeamFlow（CFM，hc，）  
・TeamwareProoessWiseWo止Bendl（TeamWAREGrotq）（わ）  
・The4Keepsallectw（ArnEx匹rtS，Inc・）  
，Tq）DmFlowchartel・（KaetronSoftware（ムrporati皿）  
・Tl工止oBPR（SRAWation）  
・ULtimusWorkflowStkte（Ult血s，Inc．）  
・VisibleAnalyst（VisibleSystems（b叩Oration）  
・Visio2000EntezT）rise（ⅥsioC叫）Oration）  

・Visio2α氾Pro飴sional（VisioCorporation）  
■Ⅵ飢1dⅧ0喝ht（Muenもhc．）  
・VisualUML（VisualOtjectMbdelers，hc，）  
・WinA＆D（Ex僅1良）氏wa∫e）  

・Win椚ow（Mahstay）  

・WithClass99（MicroGoldSo氏ware，Inc．）  
tWITNESS（LannerGroITP）  
・WzdomWorks！（WizdomSyst冶mS，lmc．）  
・WorkFlowAm1yzer（MetaSo氏wareCozpwatim）  
・ⅥbrkFlowtBPR（Holo幻反，Inc．）  
・WorkXpert（MentorGraphics（h叩Oration）  
・Xupper（KenSysIBmDevelopment（h，Ijtd）  

の分類を行うことは現状把握のみならずツールの開発  

動向や市場ニーズを知る上でも重要である．ここでは  

ツールの基本機能とモデリング技法の2つの観点から  

表2にあげたBPMツールの中で主要なものを抽出し，  

分類する．  

基本機能による分類   

BPMツールが具備している基本機能によってその  

通用範囲や利用の仕方はある程度限定される．そこで  

BPMツールの使用日的や用途の違いにより（1）ビジ  

ネスプロセス・マッピング ・ツール，（2）ビジネスプ  

ロセス分析ツール，（3）実装ツールの3つのタイプに  
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モデりング技法による分類   

RPMツ岬ルの基礎となるモデリング技法には，ア  

クティビティ。モデリングやデータ巾モデリングをは  

じめとする種々のモデtノング技法が用いられているが，  

ここでは次の4技法に分類する。  

（1）アクティビティ／ファンクション¢モデリン  

グ（Activity／FunctioIIMo（鼠eling）   

アクティビティ／ファンクション¢モデリングとは，  

アクティビティを実行するための資源を分析したり9  

業務間の相互関係や制約条件をモデル化する手法で，  

システム剛こおいて「なにがなされているか」を記述  

する。またビジネスプロセスを機能的に分解したもの  

であり，ビジネスで実行する様々なタスクを階層的に  

表示するn  シいケンスおよびタイミングを表現しない  

ため，アクティビティに関する特定の論理やタイミン  

グに関する詳細な記述には後述のプロセス／コントロ  

ールひモデリングを併用する必要がある。  

（2）データ／インフォメーションひモデリング  

（Data／互nformatiomModelimg）   

デ山夕／インフォメーション嘲モデリングとは，デ  

山夕の意味を定義し，データ間の相互関係を明確化す  

る手法である。実際のビジネスや情報システムにおい  

てデータの構造をわかりやすく表現するための手法で  

ある。デhタ／インフォノ叫ション劇モデリングを使  

糊することによりシステム内で使用されている要素や  

属性，関係を明確化できる仲 代衷的なデータ／インフ  

ォメ仙ション0モデリング技法には以【粁のような記述  

法がある。   

①ⅠりEFlX   

リレ山ショナル◎データベースの論理設計を行うた  

めのモデリング技法である。米国の『IpS（Federai  

Information Processing Standards）184に認定され  

ている。   

② ERm   

デし夕はエンティティ（属性）とリレhションシッ  

プ（関連）から成り立っているとしたデ叫夕構造のモ  

デリング技法である。   

－●・一   

業務プロセス問に流れるデータに着目して業務を分  

析するための構造化分析手法の一つである。  

（3）プロセス／コントロール0モデリング（Proc－  

ess／ControIModeling）   

プロセス／コントロール。モデリングとは，業務活  

動の側面から対象業務を分析して，システムが「どの  

オペレーションズ申リサーチ   

分類する。   

仁＝ ビジネスプロセス¢マッピングゆツール  

（BusinessProcessMappingTool）   

ビジネスプロセス也マッピング皿ツールとは，製品  

やサービスなどのアウトプットを提供するために必要  

な活動を，プロセスを横断して視覚的に表現するため  

のツールである。ビジネスプロセスを正確に記述する  

ことで，「誰が，いつ，どこで，どのように実際の業  

務を行っているか」を理解することができ，新たに必  

要なプロセスを追加したり，また逆に機能していない  

活動を削除したりすることも可能となる仙   

ビジネスプロセスゆマッピング帥ツールは主に菓務  

プロセスを記述するマッピング機能とドキュメント機  

能を具備したツhルと考えているが，他のシミュレー  

ション0ツールへのリンク機能を搭載したものも含む¢  

（2）ビジネスプロセス分析ツ00ル（凱simess  

ProcessÅnalyzingTool）   

ビジネスプロセス分析ツ｝ルとは，ビジネスプロセ  

ス¢マッピング機能に加えてAI3Cゥ シミュレーショ  

ンや最適化などの分析機能を具備したツールである♂  

新製品やサービス提供の際にビジネスプロセス分析ツ  

ールを使用することにより，事前に投資額やプロジェ  

クトの規模，さらにボトルネックとなっている箇所を  

把握することが可能となる。さらにビジネスプロセス  

分析ツールには現実世界の業務プロセスの変遷をモデ  

リングしようとする場合，属性やイベント中ログ，統  

計分布などといった強力な機能がなくてはならない爛  

ビジネスプロセス分析ツールを使用することにより  

BPRの効果を事前に予測，比較，最適化することが  

できる。さらにコ小ドやⅥreb対応レポー トの自動生  

成が可能で，データ リボジトリを兼ね備えているもの  

もある。  

（3）実装ツール（ImplementingTool）   

上記ビジネスプロセス◎マッピング¢ツールとビジ  

ネスプロセス分析ツールの両機能を統合したツールで  

ある。マッピングから実装までの範囲をカバーできる  

ツ岬ルで，とくに以下の機能を兼ね備えている。  

（丑 容易に機能のカスタマイズが可能である砂   

② ワークフローツールや他のBPMツール，とく  

にERpバッケい ジとの相互インタ｝フェイス  

を内蔵している。   

③ BPMツール間で表記法を自動変換できる。   

④ 実装後の新プロセスについてのモニタリング機  

能が具備されている。  

耶帽（14）  
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ような手順で行われているか」をモデル化する手法で  

ある。遷移状態あるいはプロセスを記述するために使  

用されるコミュニケーション¢モデリング技法の1つ  

で，イベントまたはアクティビティの順序だったシー  

ケンスとしてプロセスを表現するむ 業務プロセスを詳  

細に分析し，ビジネスプロセス内での各作業を視覚化  

し，組織間での相互関係を明確にする。代表的なプロ  

セス／コントロール朗モデリング技法には以一軒Aのよう  

な記述法がある¢   

① R阻mmler－Brache   

競泳のコースのような表現方法で，たとえば縦軸に  

企業の部署名，横軸に時間などを表したものである。  

（ヨ ワークフロー①モデル   

プロセス内に存在する意思決定の論理を表し，時系  

列的にプロセスとそれに関連する構成要素を表現した  

ものである。   

③ フローチャート   

いわゆる流れ図のことで構造定義。事務処理の流れ  

を表現したものであるく。  

、・   － ・・、、、‥   

シーケンス制御をモデル化する手法で，システムの  

並行的な事象をシュミレー卜することができる。   

⑤ EPC（EventdrivenProcessChain：イベント  

駆動型プロセス連鎖）   

機能とイベントから成るモデリング方法で，機能，  

アウトプット9 データ，コントロールを同時に作成可  

能である。   

⑥ⅠのE『3   

プロセスフローOモデルとOSTN（ObjectTransi－  

t亙on NetworkI〕iag柑m）モデルから成り，IDEFO  

を効果的に活用するための補完手段でもある。  

（4）オーガニゼーション①モデリング（0柑ani－  

zationModeling）   

オーガニゼーション¢ モデリングとは，いわゆる組  

織図のことである。企業の組織と役割を階層的に表現  

したもので，このモデリングを行うことによって企業  

の目標や活動を表現できる。  

最近のBPMツールの中には，上記4技法のうち，  

複数に分類される手法を融合し組み合わせて用いてい  

るものもある。このような場合には，よりモデリング  

技法の基礎と考えられる手法に分類した由 紀面の制約  

ぎ二，表3には57のBPMツールを上記2つの分類基  

準に従って分類叫整理したものを示す。  

●   －－●－－●－－● ■ ヽ  

本稿の現状調査を通じて得られたBPMツールに関  

する所見は以▼ドの通りである。   

① プロセス0マッピング。ツールがマーケットの  

大半を【堅iめている。   

② プロセス／コントロ㌧－ル。モデリング技法に基  

づくビジネスプロセス分析ツールが圧倒的に多  

し、   

③ 実装ツールはほぼ全てのモデリング技法に対応  

しているひ   

④ オブジェクト指向のBPMツールが増加している。  

（9 ERPパッケー ジやワークフローソフトにリン  

クしたBPMツールが増加傾向にある9   

BPMツールは企業の業務改革を支援する重要なツ  

ールである付 したがって，BPMツールの良否が業務  

改革に多大な影響を与える。ERP導入を考えている  

企業が増加している現在，益々その重要性が高まる傾  

向にある。今後，BPMツールの高度化に対する更な  

る発展が某朋毒される。   

B韮）Mツールの将来については，プロセス／コント  

ロール0モデtノング心 ツールを中心にシミュレーショ  

ン0ツール9 ワークフロー8ツール，データ。モデリ  

ング0 ツール，オブジェクト指向モデリング◎ツール  

等を網羅した実装ツールが普及していくことが予想さ  

れる。しかし現時点でのBPMツールにおいてはモデ  

リングから実装まで完全にカバー しているものはわず  

かであり，今後実装の開発フェーズまでをも含んだ  

BPMツ00ルの開発と普及が望まれる。  

オペレーションズ。リサーチ   
瑠謬窃（16）  
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